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スペイン語の非人称性の表現について 











の表現1が多く用いられる(以上、西川 2005a: 545 を要約)。非人称性の表現はいくつか挙げ
ることができるが、本稿は、その中でもよく用いられる「再帰代名詞 se＋V: 3 人称単数」







(1) a. Aquí  se  duerme    muy  bien  en   verano. 
ここ   refl 眠る prs.3sg とても 良く prep   夏 
「ここは夏でもよく眠れる。」 
 
b. Se encontró         al    alpinista  desaparecido. 
refl 見つける ind.3sg prep＋art  登山家       姿を消した 
「行方不明の登山家が発見された。」 
(López 2002: 19) 
(2) Llaman     a     la   puerta. 
呼ぶ prs.3pl   prep  art       扉 
「誰か来た(ドアのところで誰か呼んでいる)。」 
(López 2002: 22) 
                                                        
1 非人称は「a. 単人称」と「b. 非人称性の表現」の 2 通りの意味で使用される。「a. 単人称」とは動詞が
主語を欠き、3 人称単数・複数でのみ使用されるという構文上の特徴を意味しており、気象動詞 llover(雨
が降る）、nevar(雪が降る）や存在を表す haber などがそれにあたる。一方「b. 非人称性の表現」は文の主
語が一般的・総称的な人間である(つまり 1 人称・2 人称・3 人称の特定の人でないことを表す）か、不定







以下では、(1a) のような「se＋自動詞：3 人称単数」または、(1b) のような「se＋他動






まず、SE 構文における主語の解釈に関する研究として石崎 (1999)、López (2002)などが
ある。López (2002)は、SE 構文の暗示的主語には総称的解釈と実存的解釈の 2 つの可能性
があり、それらの解釈の違いは、動詞の本来的性質や文のアスペクトなどの要素により制
限されるとしている。しかし、何らかの修飾節を付加することでどちらの解釈も可能にな
る場合があるなどこれらの要素が決定的ではないことも指摘している(以上 López 2002: 
27-29 を要約)。また、SE 構文・3PL 構文の両者の用法や関係について言及している文法書
として出口 (2005)、西川 (2005a)、Torrego (1992) がある。両構文の違いについての出口 
(2005)、西川 (2005a) の記述は曖昧であるが、Torrego (1992) は SE 構文と 3PL 構文との違
いについて、前者は話し手を含むが後者は含まないという点にあると述べている (Torrego 
1992: 22 を要約)。それぞれの主張を表 6 にまとめる。 
 
表 6: 先行研究のまとめ 
 SE 構文 3PL 構文 






西川 (2005a) 一般的な行為者 
(不特定をより積極的に表示) 
行為者不明 
Torrego (1992) 話し手を含む 話し手を含まず 









これらをふまえ、本稿では以下の 2 点を目的として調査・分析を進める。 
③ SE 構文の解釈については多くの議論がなされているものの、コーパス等を用いて客観 
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④ 的な数量データを示したものはない。 
→ López (2002) の①アスペクトによる主語の解釈の違いを検証するとともに、他の統語的
要因として②動詞の種類や③副詞節等についても数量データを用いて考察する。 
⑤ 3PL 構文の解釈については十分な議論がなされておらず、出口 (2005)、西川 (2005a) の
記述も曖昧である。 






参考に、その使用頻度の最も高い 200 語＜1-A＞、＜1-B＞に分類されている 46 動詞のう
ち、①自動詞およびモノ名詞を直接目的語にとる他動詞 (13 語)、②人間名詞を直接目的語
にとる他動詞 (10 語) について、主節・従属節に関わり無く【se＋V：3 人称単数】の形を






コーパスは corpus del español を用いる。このコーパスは総単語数 1 億語からなり、13-20
世紀の用例を参照することができる。通時的な調査は行わないため、20 世紀の用例のみを
参照した。20 世紀の用例約 2,000 万語は、学術 (約 514 万語)、新聞 (約 514 万語)、フィク
ション (約 514 万語)、会話 (約 511 万語)の 4 つの分野に分類されている。 
なお今回検索するにあたって、自動詞に関してはしぼりこむ条件がほとんどなく、その
ままでは何百も用例が出てきてしまうため、4 つに分類されている各分野で最高 20 例 (4
分野で計 80 例)までを順にみていき、それ以降は切り捨てることとした。 
 
3.2. 調査結果と考察 
 コーパスからは 72 例の SE 構文の用例が得られた。これら 72 例について、①時制・ア
スペクト、②動詞の種類、③副詞節という 3 つの統語的観点から考察していく。 




                                                        







表 7: 時制別の用例数 
 用例数 (%) 
現在形   49  (68.1) 
線過去形   16  (22.2) 
点過去形    5   (6.9) 
未来形    2   (2.8) 





定的ではないという López (2002)の見解と一致する。 
 次に、②動詞の種類については、entrar「入る」と conocer「知っている」という 2 つの
動詞が、本来の頻度に反し、SE 構文が高頻度でコーパスから抽出された3。すなわち、こ







(3) Castilla       era             uno   de         los infantes  de  Aragón,  nombre por  el 
カスティーリャ ～である imp.3sg  art    prep art  王子(女)          rep  アラゴン 名前     prep   art 
 
que  se  conocía                 a   los  hijos   de   FernandoI       de   Antequera. 




最後に③副詞節について見ていく。SE 構文が副詞節中に現れたのは 13 例あり、内訳は
cuando (～する時) 6 例、si (～ならば) 3 例、porque (～なので) 2 例、como (～のように) 1 例、
sin que (～せずに) 1 例だった。用例数の多かった cuando と si による副詞節は仮定の意味で
用いられているもので、条件を表すような文である。それらの文では総称的な人あるいは
特定の誰かを表しているという解釈よりは、「ある限定された場面の主語」を表すために、
「主語の代用」として SE 構文が用いられ、「状況の説明文」のような働きをしている。SE 
                                                        
3 得られた用例数の多い順、また実際に確認した例のうち SE 構文として認定した用例の割合の高い順に
動詞を並べたところ、ベナビデス・三村・橋本編 (1990)で、＜1-B＞に分類されている entrar「入る」と
conocer「知っている」が、より頻度の高い＜1-A＞の動詞よりも上位にくるという結果となった。  
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 (4) Cuando  se entra       en  un  ordenador    mediante una tarjeta de   acceso,  
conjn     refl 入る prs.3sg  prep art  コンピュータ   prep      art  カード prep  アクセス 
 
el  ordenador   lee        la   clave  de   la  tarjeta  y    otra  clave  
art コンピュータ  読む prs.3sg  art    鍵    prep  art  カード  conjn  他の 鍵 
 
introducida   por   el   usuario. 






 まず、コーパスで得られた 72 例を「暗示的主語の内容」により分類をし4、主にその違
いがわかりやすいもの・特徴的なものを 22 例選び出した。次に 22 例の SE 構文を全て 3PL
構文に書き換え、その文が言えるかどうか、自然な文であるかどうかということについて、
3 名のスペイン人のインフォーマントに対面調査を行った。設問にはコーパスからの 22 例





インフォーマント A：24 歳女性、スペイン・マドリード出身 
インフォーマント B：26 歳男性、スペイン・セビリア出身 








                                                        












表 8: 回答結果 
 5 10 12 13 17 18 24 3 6 19 23 14 21
予想 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ △
A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △
 
 16 25 22 26 20 11 1 15 4 8 9 2 7
予想 ○ △ × × × ○ △ ○ × × × × △
A △ △ △ △ ○ △ △ × ○ △ △ × ×
B ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ×







(5) Es...             una  cosa  curiosa:           en   los  autobuses,  entran 
～である prs.3sg.   art    こと   好奇心をかきたてる  prep  art   バス        入る prs.3pl  
 
por  una   puerta  de   atrás       y    salen       por  una  puerta  de    alante. 





を含まないという解釈であれば 3PL 構文が成立することを示している。 
 
【設問 3】 
(6) ¿ A     qué  vienen       al          colegio? 
prep   何   来る pres.3pl    prep+art   学校 
「なんのために学校に来ているの？」 
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(7) ¿ Cómo     llegan?    No  hay               camino. 
















 また、SE 構文と 3PL 構文の違いと言い換えについては、以下のようなことが言える。 
3PL 構文も「人々」という一般的な行為者を表すことができる。ただし、暗示的主語は 
(1)  話し手を含まず、範囲や状況がある程度限定された場合にのみ言える。 




                                                        


























1: 1 人称 
2: 2 人称 
3: 3 人称 
art: 冠詞 
conjn: 接続詞 
imp: 直説法線過去    
ind: 直説法点過去 
neg: 否定 
pl: 複数  
pp: 過去分詞 
prep: 前置詞 
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